
写真特集 1
2019

発行：弦打校区コミュニティ協議会
弦 打 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

TEL.087-882-0285
つるうち.ネット http://www.tsuruuchi.net/ 平成31年1月号

弦打校区の人口（平成30年12月1日現在）　合計10,732人　男5,274人　女5,458人　世帯5,127世帯
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好天に恵まれ２日間にぎわう
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つるピーはどこでも人気

コミキャラと記念撮影
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盛り上がったつるピーと大抽選会

　秋晴れの下、昨年10月27日・28日の２日間にわたり弦打小
学校体育館とコミュニティセンターを利用して、地域ふれあい
交流事業文化祭が開催されました。
　27日の体育館での「つるピーのど自慢大会」では、出演者
全員が、熱気あふれる歌声を披露して大勢の観客を魅了しま
した。28日の「学習発表会」では、小坂獅子舞保存会の勇壮
な獅子舞を皮切りに、保育所、幼稚園、小学校と勝賀中学校
の生徒たちの歌声にはじまり、同好会の方々の日頃の練習の

　　　　　木太鬼無線（西春日・鶴市工区）の開通式典のも
ようは、昨年８月１日付の広報「つるうち」特別号に掲載しました。

成果が発表されると会場からは惜しみない拍手が送られまし
た。
　また、コミュニティセンター内に展示された作品の数々にも、
訪れた人々から称賛の声が上がりました。駐車場でのバザー
やフリーマーケット、新鮮な産直野菜の販売など大いに楽しめ
た２日間でした。
　今年も実行委員をはじめ、ボランティアスタッフ、地域の企業・
団体、校区の皆様の協力により成功裏に終わりました。

　「つるうち お助け隊」が昨年10月１日に発足しました。
　お助け隊のサービスは買い物とゴミ出しです。利用できるの
は、弦打校区在住の65歳以上の一人暮らしの方、及び高齢者
世帯の方で要支援１、２の認定を受けた方、又は基本チェックリ
ストで認定対象と認められた方です。
　サービスの概要は次の通りです。
　①買い物場所  弦打校区及び校区近郊　②買い物内容  日
常生活用品、消耗品及び食品　③利用回数  １カ月５回まで　
④利用時間  買い物は平日午前９時から午後５時。ゴミ出しは
午前７時から収集車の来るまでの間　⑤利用手続き  担当ケア
マネジャーに申し出る　⑥キャンセル  前日午後４時までに事務

　高松市のコミキャラが集合。つるピー（弦打）、まもりん
（国分寺北部）、ゴンタくん（太田南）、花園はなちゃん（花
園）、くめぐみん（川添）が昨年11月４日、瓦町ＦＬＡＧ２階コ
ンコースでじゃんけん大会や記念撮影を行い愛嬌を振りまき
ました。
　つるピーは初の参加、「かわいい」ポーズを連発し人気を

さらっていました。
　また、コミュニティマルシェも同じ会場で開かれ、ご当地グ
ルメなどを求める人たちでにぎわいました。

■巨大地震に備え熱心に討議
　南海トラフ巨大地震に備えるための訓練計画が弦打校区コ
ミュニティ協議会主催で防災本部を中心に、情報、避難者管
理、資機材、救護、施設管理・衛生及び食料・生活物資の各班

に編成され、それぞれの役割分担を定めて昨年８月22日と９月
21日の２回にわたり熱心に討議＝写真＝されてきました。
　この計画は小学生、幼稚園児と保護者を含む約1,100人の
参加の下、小学校教室、運動場、体育館及びコミュニティセン
ター施設を利用する綿密な分刻みのスケジュールに練り上げら
れていました。
　９月30日に予定されていた訓練は、台風接近で中止になりま
したが、この計画作成経験は今後大いに役立つことが期待さ
れます。

●高齢者の買い物、ゴミ出し支援●

つるうちお助け隊発足

瓦町ＦＬＡＧ、コミキャラ集合

局に連絡する。
　お助け隊事務局は、高松市鶴市町356-3　弦打コミュニティ
センター内　電話070-3792-8080（月～金曜、午前９時～午後
４時）です。
　隊員数は22人に達し、皆さん、やる気満 で々す。

買い物、ゴミ出し

弦打校区在住で65歳以上の一人暮らし
及び高齢者世帯（要支援１、２の認定・
基本チェックリストで認定対象の方）

１回１時間以内100円

つるうちお助け隊の概要
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